
主将の意地 攻撃活性化

靴
の
ひ
も
を
緩
め
て
ベ
ン
チ
で
試
合

を
見
て
い
た
時
に
突
然
、
出
番
を
告
げ

ら
れ
た
。
静
岡
ユ
ー
ス
の
Ｇ
Ｋ
山
ノ
井

が
後
半
終
了
間
際
に
Ｐ
Ｋ
戦
要
員
と
し

て
ピ
ッ
チ
に
登
場
。
日
本
代
表
の
１
人

目
の
キ
ッ
ク
を
止
め
て
、
チ
ー
ム
を
勝

利
に
導
い
た
。

前
日
の
ス
ロ
バ
キ
ア
と
の
Ｐ
Ｋ
戦
は

一
本
も
止
め
ら
れ
ず
、
悔
し
さ
を
あ
ら

わ
に
し
て
い
た
山
ノ
井
。
廿
日
岩
監
督

か
ら
借
り
を
返
す

台
を
与
え
ら
れ

た
。
日
本
の
１
人
目
は
Ｊ
２
京
都
内
定

の
岩
崎
。
山
ノ
井
は
左
に
飛
ん
で
両
手

で
ボ
ー
ル
を
た
た
き
落
と
す
と
、
２
人

目
の
キ
ッ
ク
は
直
接
バ
ー
に
当
た
っ
て

静
岡
が
断
然
、
優
位
に
な
っ
た
。

相
手
の
日
本
代
表
Ｇ
Ｋ
広
末
と
は
昨

年
、
大
分
で
行
わ
れ
た
Ｇ
Ｋ
キ
ャ
ン
プ

で
一
緒
だ
っ
た
。
日
本
代
表
に
招
集
さ

れ
た
広
末
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
燃
や
し

て
い
た
山
ノ
井
は
「
Ｐ
Ｋ
は
負
け
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
し
っ
か
り
ア
ピ

ー
ル
に
成
功
し
た
上
、
２
日
連
続
の
Ｐ

Ｋ
戦
を
経
験
し
、
「
外
国
人
の
キ
ッ
ク

は
本
当
に
読
み
に
く
か
っ
た
」
と
改
め

て
学
ん
だ
。

廿
日
岩
監
督
は
「

分
で
勝
負
を
決

め
た
か
っ
た
」
と
終
盤
の
失
点
を
反

省
す
る
が
、
前
日
の
プ
レ
ー
ス
タ
イ

ル
と
は
異
な
り
、
積
極
的
な
攻
守
の
姿

勢
を
評
価
し
た
。
優
勝
の
可
能
性
も

残
っ
た
。
先
制
点
を
挙
げ
た
遠
野
は

「
最
終
戦
も
自
分
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
て

優
勝
す
る
」
と
力
強
か
っ
た
。

（
萩
原
正
司
）

日本 終盤追い付く
静
岡
ユ
ー
ス
｜
Ｕ
―
19
日
本
代
表

Ｐ
Ｋ
戦
で
日
本
の
１
本
目
の
キ
ッ
ク
を
阻
む
静
岡
の
Ｇ
Ｋ

山
ノ
井
‖
愛
鷹
広
域
公
園
多
目
的
競
技
場
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√
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
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山
ノ
井

Ｐ
Ｋ
戦
好
セ
ー
ブ

【
日

本
】
４
・
４
・
２

広 末 青森山田高
古 賀 柏ユース
浜 札幌ユース
杉 岡 市立船橋高
西 本 鹿島ユース
梶 山 名古屋ユース
高 橋 青森山田高
野 田 神戸ユース
針 谷 昌平高
中 村 柏ユース
田 川 鳥栖ユース

ＧＫ

９ＳＨ７
２ＣＫ４
８ＦＫ８
７ＧＫ５

水 谷 清水ユース
梅 村 清水ユース
森 岡 磐田ユース
立 田 清水ユース
下 口 ＪＦＡアカデミー福島
望 月 清水ユース
青 野 富士市立高
久 米 磐田東高
清水颯 ＪＦＡアカデミー福島
石 田 富士市立高
遠 野 藤枝明誠高

【
静

岡
】
４
・
５
・
１

▽
交
代
【
静
】
清
水
映
・
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ

デ
ミ
ー
福
島
（
青
野
）
若
山
・
静
岡
学

園
高
（
久
米
）
鈴
木
・
浜
松
開
誠
館
高

（
望
月
）
須
貝
・
浜
松
開
誠
館
高
（
石

田
）
平

・
清
水
ユ
ー
ス
（
遠
野
）
山

ノ
井
・
静
岡
学
園
高
（
水
谷
）
【
日
】

岩
崎
・
京
都
橘
高
（
田
川
）
原
・
市
立

船
橋
高
（
高
橋
）
安
井
・
神
戸
ユ
ー
ス

（
野
田
）
菅
・
札
幌
ユ
ー
ス
（
梶
山
）

吉
平
・
大
分
（
中
村
）

終
了
間
際
に
日
本
の
吉

平
主
将
が
意
地
を
見
せ

た
。
ピ
ッ
チ
に
登
場
し
て

２
分
後
の
後
半

分
。
相

手
Ｄ
Ｆ
が
ゴ
ー
ル
ラ
イ

ン
上
で
阻
止
し
た
こ
ぼ

れ
球
に
素
早
く
反
応
し
、

貴
重
な
同
点
弾
を
決
め

た
。日

の
丸
を
背
負
う
誇
り

を
胸
に
戦
っ
た
。
「
負
け

ら
れ
な
い
相
手
だ
っ
た
。

ま
ず
は
同
点
。
逆
転
も
可

能
だ
と
思
っ
て
い
た
」
。

交
代
直
後
か
ら
前
線
で
積

極
的
に
動
き
だ
し
、
停
滞

し
て
い
た
攻
撃
を
活
性

化
。
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
と
し

て
仕
事
を
果
た
し
た
。

日
本
は
序
盤
か
ら
積
極

性
を
欠
き
、
劣
勢
を
強
い

ら
れ
た
。
原
因
は
前
線
の

動
き
だ
し
の
不
足
。
内
山

監
督
は
「
足
元
へ
の
パ
ス

が
多
く
、
テ
ン
ポ
が
変
わ

ら
な
か
っ
た
」
と
嘆
く
。

土
壇
場
で
代
表
経
験
が
豊

富
な
最
年
長
の
吉
平
を
投

入
し
、
選
手
交
代
で
変
化

を
起
こ
し
た
。

吉
平
は
ベ
ン
チ
で
「
思

い
切
り
プ
レ
ー
で

い
な
い
」
と
仲
間
の
プ
レ

ー
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

て
い
た
。
Ｐ
Ｋ
戦
で
の
敗

戦
は
、

分
間
の
消
極
的

な
姿
勢
が
結
び
つ

の
か
も
し
れ
な
い
。
２
連

敗
で
優
勝
は
な
く
な
っ
た

が
、
未
勝
利
の
ま
ま
で
は

終
わ
れ
な
い
。
「
『
最
後

は
勝
っ
て
、
自
分
た
ち
の

価
値
を
高
め
よ
う
』
と
伝

え
て
い
き
た
い
」と
吉
平
。

吉平が同点弾

Ｓ
Ｂ
Ｓ
カ
ッ
プ
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
静
岡
新
聞
社
・

静
岡
放
送
主
催
、
エ
コ
パ
ハ
ウ
ス
共
催
）
第
２
日
は

日
、
愛
鷹
広
域
公
園
多
目
的
競
技
場
で
２
試
合
を

行
っ
た
。
静
岡
ユ
ー
ス
は
Ｕ
｜

日
本
代
表
と
対
戦
し
、
１
｜
１
（
Ｐ
Ｋ
４
｜
２
）
で
制
し
た
。
Ｕ
｜

ス
ロ
バ
キ
ア
は
２
｜
０
で
Ｕ
｜

コ
ス
タ
リ
カ
を
下
し
首
位
に
立
っ
た
。
勝
ち
点
５
の
ス
ロ
バ
キ
ア
を
、

同
３
で
と
も
に
２
位
の
静
岡
と
コ
ス
タ
リ
カ
が
追
う
。
日
本
は
勝
ち
点
１
で
優
勝
の
可
能
性
が
消
え
た
。

最
終
日
は

日
、
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
日
本
｜
ス
ロ
バ
キ
ア
、
静
岡
｜
コ
ス
タ
リ
カ
を
行
う
。

《》

「」

静
岡
ユ

ー
ス
（
３
）

１
１
｜
０

０
｜
１

１

Ｕ
―
日
本
代

表（
１
）

（
Ｐ
Ｋ
４
｜
２
）

▽
得
点
者【
静
】遠
野
（
な
し
）

【
日
】
吉
平
（
な
し
）

【
評
】
静
岡
ユ
ー
ス
が

Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、
Ｕ
｜

日

本
代
表
を
下
し
た
。

静
岡
は
前
線
か
ら
の
積

極
的
な
守
備
で
リ
ズ
ム
を

つ
か
ん
だ
。
前
半

分
に

味
方
の
シ
ュ
ー
ト
の
こ
ぼ

れ
球
を
遠
野
が
決
め
て
先

制
し
た
。

日
本
は
静
岡
を
攻
め
あ

ぐ
ね
、
ペ
ー
ス
を
つ
か
め

な
か
っ
た
。
後
半
は
選
手

交
代
で
状
況
を
打
開
。

分
に
途
中
出
場
の
吉

平
が
ゴ
ー
ル
前
の
混
戦

か
ら
同
点
ゴ
ー
ル
を
決
め

た
。Ｐ

Ｋ
戦
は
静
岡
の
山
ノ

井
が
日
本
の
１
本
目
を

阻
止
。
静
岡
は
全
員
が

成
功
し
、
４
｜
２
で
勝
っ

た
。

早
い
得
点

良
か
っ
た

Ｕ
｜

ス
ロ
バ
キ
ア
代

表
ミ
ラ
ン
・
マ
ラ
チ
ン
ス

キ
ー
監
督
の
話

早
い
段

階
で
２
点
決
め
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
。
後
半

は
コ
ス
タ
リ
カ
の
プ
レ
ー

の
質
が
高
く
、
好
機
は
な

か
っ
た
が
、
守
備
的
に
切

り
替
え
て
コ
ン
パ
ク
ト
に

守
る
こ
と
が
で
き
た
。

ミ
ス
が
目
立
つ
内
容

Ｕ
｜

コ
ス
タ
リ
カ
代

表
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ア
ル
ネ

ー
ド
監
督
の
話

ミ
ス
が

目
立
つ
試
合
内
容
だ
っ

た
。
ス
ロ
バ
キ
ア
の
堅
い

守
備
を
崩
せ
ず
、
流
れ
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
優
勝
の
可
能
性
は

ゼ
ロ
で
は
な
い
の
で
、
高

い
意
識
を
持
っ
て
臨
む
。

Ｕ
―
19
ス
ロ
バ
キ
ア
代
表
｜
Ｕ
―
19
コ
ス
タ
リ
カ
代
表

前
半
13
分
、
２
点
目
を
決
め
抱
き

合
っ
て
喜
ぶ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
選
手
た
ち
‖
愛
鷹
広
域
公
園
多
目
的
競
技
場

【
評
】
ス
ロ
バ
キ
ア
が

前
半
の
２
得
点
を
守
り
切

り
、
コ
ス
タ
リ
カ
に
快
勝

し
た
。

ス
ロ
バ
キ
ア
は
前
半
２

分
、
右
ク
ロ
ス
を
ク
レ
ラ

が
合
わ
せ
て
先
制
。

分

に
は
こ
ぼ
れ
球
を
ヴ
チ
ェ

ル
カ
が
押
し
込
ん
で
２
点

目
を
奪
っ
た
。
後
半
は
守

備
を
固
め
、
相
手
に
決
定

機
を
つ
く
ら
せ
な
か
っ

た
。コ

ス
タ
リ
カ
は
積
極
的

に
サ
イ
ド
攻
撃
を
仕
掛

け
、

本
の
シ
ュ
ー
ト
を

放
っ
た
が
ゴ
ー
ル
を
割
れ

な
か
っ
た
。
後
半
に
１
人

退
場
者
を
出
し
た
の
も
響

い
た
。

静

岡

１
―
１

日

本

（
Ｐ
Ｋ
４
｜
２
）

ス
ロ
バ

キ
ア

２
―
０

コ
ス
タ

リ
カ

き
の
う
の
結
果

ＺＺＺＺＺＺＺＺＹ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂｄ ＺＺＺＺＺＺＺＺ ｃ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ａ

リバス
サリナス
ゴンザレス
エスピノサ
フアレス
ララ
マルティネス
コルドバ
トーレス
ロハス
マシス

ＧＫ

５ＳＨ
３ＣＫ４
ＦＫ
５ＧＫ４

▽
交
代【
ス
】ド
ゥ
ベ
ツ（
コ
ソ
リ
ン
）、

ヘ
ル
ツ
（
ヴ
ァ
ル
ガ
）
、
フ
リ
ツ
（
イ

ェ
ヂ
ナ
ー
ク
）、ヴ
ァ
イ
ス（
ク
レ
ラ
）、

ク
ル
チ
（
コ
ピ
チ
ャ
ー
ル
）
【
コ
】
ビ

ジ
ェ
ガ
ス
（
ト
ー
レ
ス
）
、
エ
ル
ナ
ン

デ
ス（
フ
ア
レ
ス
）、
ア
ル
ボ
イ
ン
（
サ

リ
ナ
ス
）、モ
レ
ラ
（
エ
ス
ピ
ノ
サ
）
、

セ
ケ
イ
ラ（
ラ
ラ
）マ
リ
ン
（
マ
シ
ス
）

【
コ
ス
タ
リ
カ
】
３
・
５
・
２

【
ス
ロ
バ
キ
ア
】
４
・
３
・
３

サラス
スソリーク
シャラタ
ヴチェルカ
ニェムチェック
ヴァーツラヴィーク
コピチャール
ヴァルガ
イェヂナーク
コソリン
クレラ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

《》

「」

Ｕ
｜
ス
ロ
バ

キ
ア
代

表（
５
）

２
２
｜
０

０
｜
０

０

Ｕ
｜
コ
ス
タ

リ
カ
代

表（
３
）

▽
得
点
者【
ス
】ク
レ
ラ
（
イ

ェ
ヂ
ナ
ー
ク
）ヴ
チ
ェ
ル
カ（
な

し
）

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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(９) 平成２８年( 年)８月１３日 (土曜日)(９) 平成２８年( 年)８月１３日 (土曜日)

平成２８年（２０１６年）８月１3日（土曜日）付け静岡新聞朝刊より




